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【 は じ め に 】  

結 核 感 染 の 診 断 に は 従 来 か ら ツ ベ ル ク リ ン

反 応 （ ツ 反 ） が 広 く 用 い ら れ て 来 た が 、  

ツ 反 は B C G 接 種 、 非 定 型 抗 酸 菌 の 影 響 や 判 定

の た め の 再 診 な ど の 課 題 が あ っ た 。  

近 年 、 結 核 菌 に 感 作 さ れ た 白 血 球 が 産 生 す

る イ ン タ ー フ ェ ロ ン γ （ I F N - γ ） を 指 標 と  

す る I F N - γ 遊 離 試 験 （ I G R A ） が 開 発 さ れ 、 こ

れ は B C G や 非 定 型 抗 酸 菌 の 影 響 を 受 け ず 感 度

に 優 れ て い る の で 、潜 在 性 結 核 菌 感 染 症（ L T B I ）

や 接 触 者 健 診 の 診 断 法 と し て 広 く 利 用 さ れ る

よ う に な っ た 。  

今 回 、 I G R A の ク ォ ン テ ィ フ ェ ロ ン （ Q F T ） と



T ス ポ ッ ト の 2 法 に よ る 結 核 菌 感 染 検 査 を 実

施 し 、 集 団 検 診 で の 運 用 を 比 較 検 討 し た の で

報 告 す る 。  

【 対  象 】  

Q F T は 平 成 2 3 年 4 月 ～ 平 成 2 5 年 3 月 ま で

の 2 年 間 に 実 施 し た 集 団 検 診 の 受 診 者 6 4 9 人

を 対 象 と し 、 T ス ポ ッ ト は 平 成 2 6 年 4 月 ～ 9

月 ま で の ６ ゕ 月 間 に 集 団 検 診 を 受 診 し た 7 2 9

人 を 対 象 と し た 。  

【 方  法 】  

Q F T は 3 本 の 専 用 採 血 管 に 末 梢 血 を 各 １ m l

採 血 し 、 3 7 ℃ で 培 養 後 、 リ ン パ 球 か ら 放 出 さ

れ た I F N - γ を E L I S A 法 で 定 量 的 に 測 定 し た 。

T ス ポ ッ ト は ヘ パ リ ン 管 に 末 梢 血 5 m l を 採 血

後 、 1 0 0 万 個 の 単 核 球 を 結 核 菌 特 異 抗 原 で 刺

激 し て I N F - γ を 産 生 し た 細 胞 数 を 計 測 し た 。 

な お 、 検 査 の 最 終 委 託 先 は 株 式 会 社 エ ス ア

ー ル と し た 。  

【 結  果 】  

Q F T 検 査 実 施 者 数 6 4 9 人 中 、 陽 性 1 7 人



（ 2 . 6 % ）、 陰 性 5 6 8 人 （ 8 7 . 5 % ）、 判 定 保 留  

6 4 人 （ 9 . 9 % ） で あ っ た 。 T ス ポ ッ ト 検 査 実 施

者 数 7 2 9 人 中 、 陽 性 3 人 （ 0 . 4 % ）、  

陰 性 7 2 1 人 （ 9 8 . 9 % ）、 判 定 保 留 １ 人 （ 0 . 1 % ）、

判 定 不 可 4 人 （ 0 . 6 % ） で あ っ た 。  

【 ま と め 】  

 今 回 の 検 査 結 果 で は 、 判 定 保 留 が

Q F T 9 . 7 % に 対 し 、T ス ポ ッ ト は 0 . 1 % と 低 か っ た 。 

こ れ は Ｔ ス ポ ッ ト が I N F - γ を 細 胞 レ ベ ル で

検 出 で き る た め で あ る と 考 え ら れ た 。  

 採 血 手 技 や 検 体 の 保 管 、 及 び 血 液 培 養 な ど

を 考 え る と 、 Q F T は 煩 雑 で あ る が 、 T ス ポ ッ ト

は 多 人 数 の 検 査 に 適 し て お り 、 他 の 集 団 検 診

項 目 と の 同 時 実 施 も 可 能 で あ っ た 。  

 I G R A は 結 核 菌 特 異 抗 原 を 用 い る こ と で B C G

の 影 響 を 受 け ず 、 判 定 の た め の 再 診 も 不 必 要

で あ る の で 、 受 診 者 へ の 負 担 軽 減 に も つ な が

る と 考 え ら れ た 。  

  


